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 会計は会社の姿を映し出す「鏡」である。 

 会計の役割は、会社の真の姿を正しく映しだす鏡となることであり、それを見て、

株主や債権者などの利害関係者が投資等の判断の材料とする。 

 別の言い方をすれば、会計は「ものさし」であり、会社の財産と利益を正しく測

るためにある。 

 美人は、より若く、より美しくありたい、見せたい。そこで、いろいろと工夫、

化粧をする。化粧が過ぎると実物が解らなくなる。会社も「ものさしで」測られる

時に、姿を変えようとする。背伸びが過ぎるとそこに悲劇が生まれる。 

 鏡に映される身になれば、できるだけ美しく映されたいという気持ちは解らない

でもないが、ルールを超えると問題が生じる。 

 

 

 昔、中国の後漢の元帝の時代に王昭君という絶世の美女がいた。当時、後宮の佳

麗三千人といわれたように、皇帝には皇后をはじめ、大勢の宮女が仕えていた。皇

帝はどの女性と夕食を共にするかに迷い、ある皇帝は夕方、牛に牽かせて車で出か

け、牛の止まる家の女性とデートをすることにした。すると知恵のある宮女が、家

の前をきれいに掃き清めて、水を打ち、塩を一つまみ置いておいた。すると牛が塩

を求めてその家の前で止まることが毎回であった。それが夕方、料理店や酒場の入

口に塩を置いて、より多くのお客を集める縁起となったということである。 

 漢の元帝もデートの相手を選ぶのに工夫をした。宮廷の絵師に、宮女の容姿を画

かせて、その画集の中から相手を選んだという。 

 ある時、漢は北方の蛮族、匈奴と戦い、苦戦することとなったが、そんなある日、

匈奴の王から和睦の使者が来た。王の言うには、「漢の皇帝の宮女の一人を私の后

にもらい受け、漢との平和を保ちたい。」 

 元帝は漢のプライドから少々躊躇したが、平和のために匈奴の王の願いを聞き入

れることとした。 

といって、美人を蛮族にくれてやることはないと思って、例の画集から、それほ

ど美人には描かれてない王昭君を選んだ。はるか北方の地から、匈奴の王が漢にや

って来た。皇帝に向かってうやうやしく、忠誠を誓う王に、皇帝は王昭君を呼び寄

せた。一目見て、驚いたの何のって、王昭君は絶世の美人であった。「しまった」

と思ったがもう遅い。後に調べて解ったことは、他の宮女が自分を美しく描かせよ

うと絵師に贈り物を行うなかで、美人で、性格も清らかであった王昭君だけは賄賂



を一切使わなかった。それで絵師が王昭君を醜く描いたということであった。 

漢の元帝は「鏡」である絵師が、もっと正しく映してくれたらと思ったであろう。 

 

 

 鏡に「映る側」にも問題がある。 

最近、米国でその悲劇が起きている。エンロン、ワールドコムなどの米国を揺る

がすような会計不正が相ついで発覚した。エンロンの「利益先取り会計」やワール

ドコムの「損失先送り会計」などのけたはずれの不正は、計画的に会計基準の裏を

かいくぐるようなやり方で行われた。そして、それが発覚した時には、投資家等の

財産は無価値となった。「九・一一」同時テロにも匹敵する大事件である。 

これは王昭君の例とは逆に、鏡の前でエンロンやワールドコムが「厚化粧」をし

たために起こった。 

 

 

事実を正しく映し出さないなら、悪く映しても、良く映しても悲劇が起こる。 

ゆがんだ「鏡」も「鏡をゆがます者」も社会に悲劇をもたらす。 

｢会計改革」はそれを正すための挑戦のくりかえしである。 

会計は会社の真実の姿を映し出す「鏡」でなければならない。 

 


